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高山植物栽培の歴史

野制阜物の一つとしてのii軌I植物の捗高畠〕としで盟

芸植物としてのI帥`ゆ面から出発し,その軽易ま他の野

坐槻勿の規子の組史から鞍へると非硝こ縮らしいものて

こ')る｡

(,帥柄物についての関心忠一,I(･i;の栖類について葉箪Q)

畠,JJ､らも;..:宮ていにようでJj,るが　容易に近つくことか

でざま}いった証Ilに生育していた植物で*)るたけに,ま

7こ特殊根調高二育つ榊勿であって移植して耕辛するなど

というこ.='よ研究と経族が漬-まれな.いう5-よィ､璃旨でj)

っ;tので人間の華南t'よ縁勘,＼(手短で*)つた｡

人とI摘出持物との本鞘的な接触は半開的婁求からとし

ての植物男親字やIi (lJ･'I''･の面から出発している｡研究1よ

1700年頓から始められ,フランスのトルネフボーがアラ

ラット用(5036m)に登出して,山地の植物分布の状態

を緋究している｡また1787年にはスイスのデ･ツーシュ

ールがフルナスILl脈のモンブラン(4810m)に登ってI高

山の名前からの研究を進めている｡このほかフンポ/レト

はアンデス山脈のチンボラソー(5582m)に登って研究

しているなど,つきつきと南山植物を求めて螢山する学

者がでてきている｡

風上1臓物の研究が進むにしたがって,その破風こつい

ての関心も持たれたようであったが,まだその技術は幼

稚なものでめった｡その後コ/レホンやロビンソンなどは

需用植物の栽培法についての書物を著わし,こnらの著

蔀まわが園の植物研究家や鵬-i橡に大きな影響を与えて

いる｡

わが国では楽刑植物を対象とした本草掌が植物研究の

はじめとなっている｡こ′れらは特に融ii植物だけを対象

とした研究とはいえないが,後の研究称･こいろいろな影

響を与えている点は姐塞がせない｡本草学者には書物を

著した者もおり,小酬細目が｢本革綱田堵豪｣水谷豊文

は｢物品識者｣ ILi本亡羊は｢I三高El rf｣飯溜怒涛が｢草木

図説｣などの本草薯を著している｡

これら本革学者につづく後の席代になると,わが国の

植物研究はもっはら外国の学者にまかされた形になって

しまった｡数多くの細菌の掌者が日本へ掴しかけて日本

の植物を調べ,標本などを持去っている｡ 1784年にスエ

ーデンの十ゾーンベリによって丁子~同軸i吻誌｣が書かれ

オランダのフルーメ,シーア::/レト,ミ/レケ｡あるいはソ

ウエトのマキシモーゾィナ,アメリカのクレーなども日

本の植物を研究し-/='I''･者として知られている｡

明治以後になるとわが国からも近代的な研究を進める

学者があらわれてくる｡矢田都度詰,松村肛三,三好学

牧野喜太郎,早出又蔵,小泉源一,中野雅之進など多く

平　　林　　国　　男

の掌一言こよって植物の研究が進めろ.侶こ｡ま7こ,コーラ

ント,タイバースなどの外人諷日詰があいついでわが国

の嵐Liに研1,近代登山の糸口をひもとくことによって

わが剛こiLl.岳や登用の鮎巌力普及しに｡そして植物の研

突者も前日植物を求めで矧族登Illをするようになり,南

川植物の研究が深められていった｡

このような研究が遼むにしにがって,園芸の面から南

i帖母勿の輝帥こついての関心がもたれるようになり,

1895.'7-I-- (母帰省28･亨)前後から届出こついての試みがなさ

れるようになった｡当時わが国では文明開化の声と一緒

にヨ一口ソパから細入され7こiI射手草花が流行していたか

この反動としてわが国の伝統的な草花や盆栽などに合っ

た植物を広く野山に求める傾向が強まったといわれる｡

船中草花のきらびやかさに較べて日本的な情緒に富む

組物が求められたわけであるが,盆栽的な気蝋をもつ高

ImEl_物の良さがこの要求とよくマッチしたのであろう｡

前山植物の樹哲がはじまると篤く程の勢いで全国的流行

になっている｡まこ栽培法についても急速な進歩を見せ

たようである｡

栽培が試みられた当縮ま南山植物の生態などについて

の知識は殆んとなく,特殊な環境で育つ高山確物の特性

を深く研究したものも無かったので栽培法も浅い知識で

幼稚な方法がとられていた｡このため南山植物の栽培は

園雑なものであるとみなされていたようである｡しかし

その後裁培法の研究もしだいに積み重ねられた失敗や成

功の経験と, i割l旧然状態における南山植物生態などに

ついての学問的研究が進むにしたがって栽培の可能性が

見出されたo

城数馬,木下友三,五百城文枝などの愛好家によって

1902年(明治35年) 5月に山草会が開かれている｡東京

で催された展示会であり,い3.-rJも盆栽風な鉢栽培を中

心としたものである｡陳列された鉢数は約140鉢,種類

数は120種余りであり,このうち90種類余りは花をつけ

た植物であると報告されている｡

1903年(明治36年)に弧蛸屠山が｢園芸文嘩｣ 12巻を

拙鞍し高山植物の栽培法についても多くの頁をさいてい

る｡ 1904年(明治37年)になると丸聞九華,前脚曙山な

どが野革会を組織して同年7月第1回の展示会を催して

いる｡この時は高山植物200種以上が展示されたといい

第2回の展示会は同年の10月に開催されている｡

このようにわが国においての南山植物の栽培は野草愛

煙家によって始められたものでおり,南山植物だけとは

限らず広く一般の野草のうち観賞肺帖のある種類が園芸

的に栽煙されていた0 1904年(明治37年)からは山野草
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栽培家の機関雑誌｢園芸界｣が発行され,栽培技術向

上の上に大きな貢献をしている｡

その後南山植物の展示会は年々つづいて開催されるよ

うになり, 1908年C明治41年)の旧軍会陳列日録には

137種の植物が記録ざれている｡

これらの種類の中には南山植物はかりでなく深山性の

植物も含まれているが大部かま寵iLI植物である｡このよ

うにすべての種類にわたって栽培が試みられたようであ

り,栽培が非常にむづかしいと伝えられている種類を除

いて一通りのものは良い威韻をおさめていたようでai)る

このように鉢栽f訊,こよる高山植物の栽培:･ま年を追って

盛んとなり,戯培技術も進んだ｡ 1909年(明治42年),Lt:本草

触ま｢南山植物採集改暦糞法｣を著し,南川植物の親善

法について鉢によって成増する盆栽法と南田園(ロック

ガーデン)に移植する二つの栽培法について述べている

1917年(大正6年)には河野齢蔵が｢南山植物の研究

｣を著している｡こゝでは南山植物の特陸を述べるとと

もにその生態や形態的特牡を高山の土地気象など環境の

面から論じている｡栽培については千割U植物園での栽培

に力点を置き南山植物の各種類を生育地の環境からみた

生態区分としての,乾生植物,陽生植物,隠生植物,湿

生植物の四つに分類し,それぞれの区!訳こ含まれる個々

の種類78種類について特性と栽培上の留憲点など述べて

いる｡

鉢植えによる栽培法が研究される一方,ロックガーデ

ンなど地植えによる栽培法の研究も進み,しだいに大規

模なロックガーデンが設けられるようになった｡

札幌の北海道大学農学部付属植物園は1885年C明治1 8

年)に開設されたものであるが,この植物園内にも大き

なロックガーデンが造られ,主として北海道の山岳に生

育する高山植物が栽培された｡ 1902年(明治35年)日光

には兎京大学理学部付属植物園の日光分国が開設された

もっぱら高山植物などの高地の植物を中心に栽培するも

のであり,当初からロックガーデンが設けられている0

1920年(大正9年)秋田県に駒ガ南高田頗物園がつくら

れている｡これは駒ガ岳とその周辺の山岳の萬山腫物を

集めて栽培を始めている｡

大正時代に入ると自然にたいする保護思愚が大きく盛

り登がり,特に自然物の中でも辛うじて今日まで竣存し

ている国や地方の自然界を記念するような文化財的価桐

のある自然物を天然記念物として保護する思潮が高まっ

た｡ 1919年(大正8年) ｢史蹟名勝天然記念物保存法｣

が発揮され,柑物開陳の天然記念物では学術上質量であ

りわが国の自然を記念するようなものが保護対象として

選ばれるようになった｡南山植物もこれらの保護対象と

して取上げられ,代表的な南山植物帯などま天然記念物

に指定されている｡

また1931年(昭和6年) ｢国立公園法｣が発布され,

法によって指定された国茸公園では南山植物の採取につ

いて禁止や制限が加えられ,この面からも保護されるこ

とになったo

こうして,一博採集マニヤや薬種業者,園芸業者など

営利のために多掛こ採取されていた高山植物も採集が困

難となり,保護されることになった｡しかし南同腹物の

耕浩二ついては当時経験や知識が幾分増えた種皮の段階

であり,まだ確実な方法や栽培の基本的な問題が解決さ

れない状態で洩った｡この研究初期の段階で一般の愛好

家からは縁遠い存社となり,それ以後はもっぱら大学や

植物園などの公共施訊こよってぽつぽつ栽培研究が進め

られるようになった°

1929年(昭和4年)には八田田山に東北大学八田田植

物実験所付属高山植物園が開設きれ,八田田山を中心､と

し,その他の南山植物がロックガーデンに集められた0

1934年(昭和9年)には,神戸の六甲山に六甲南山植物

園が開かれ,六甲山や他の山高の南山植物が公開されて

いる｡

第二次世界大戦に入って,戦前綱干した登山熱もほと

んど下火になり,南山植物についての関心も低調となっ

た｡終戦後社会が落窟きをとりもどすとともに銭された

美しいわが国の自然をあらためて見なおし,これを保存

して国民の社会教育や観光,レエクレーションの場とし

て,また国際観光の面でも活用して行こうという動きが

でてきた｡自然に親しむという形で登山熱が再び燃え上

り,山岳を対象とした各地の観光地はブームといわれる

程の盛況を呈すようになった｡

自然保護文化財保護の関心も探まり｢史蹟名勝天然記

念物保存法｣は1950年(隅和25年)から発効した｢文化

財保護法｣に含まれ, ｢国立公園法｣は1957年(昭和32

年) ｢自然公園法｣に改装された｡

各地の植物園では戦争中荒れるにまかせていた帯出植

物園の整備をはじめ,主として学校教育や社会教育など

教育的利用と学術研究上の資料として活用する見地から

南山植物の薪らしいものを導入し,栽培と取組むように

なった｡また,ヒマラヤなど諸外国の山岳に生育する高

山植物なども加えて栽培する植物園もでてきたoしかし

栽培法は明治末から大正のはじめにかけて研究された方

法を踏襲しているだけであってたいした進歩が見られな

い｡したがってその栽培法はある植物園で成功した例を

他の場所で応用しても必ずしも良い結果は得られず,ま

た,この逆の場合も非常に多い｡このことは栽培し易い

種類の場合にもいえるが,特に栽培のむづかしい種類に

ついていえる｡このように現在までのところ南山植物の

栽培法についでま基本的な問題が末解定の状態であり,

すべての問題が研究段階にあるといってもよかうう°

(山博学芸賞)
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〟日本アルプスの父〝

ウェスト　ン氏を　しのぶ

著　書･書　翰

高　　龍

ウェストン氏のこと

6月初旬,恒例のウェストン祭が上高地を中心に開か

れる｡

ウェストン氏は日本を第二の故里とした,日本アルプ

スの探検者であり,パイオニアである｡日本アルプスに

深い愛情を寄せ,その著書｢日本アルプス-･･登山と探

検｣によって日本アルプスを世界に紹介したが,反面日

本人に日本アルプスを再認識させた慧義も大きい｡紀行

文の総ては日本アルプスれい明期の山村の生活や風習を

知る上に欠くことのできない資料となっている｡こん日

じつに｢日本アルプスの父｣として慕われている所以で

あろう｡

訳者である岡村精一氏の言葉到替りて,ウェストン氏

と日本との関旅を見ることにしたいo

｢ウォルター･ウェストンは1861年12月25日にダービ

ーの近くでジョン･ウェストンの六男として生まれた｡

ケイムブリジのクレイア･コリジで教育を受け, 1887年

にm･aとなった｡翌1888年(明治21年)から1895年(

明治28年)まで英国宣教師として来日,神声に滞在して

いた｡滞在中は地理学者,民俗学者としての探求心力､ら

各地を旅行し,日本アルプスまで歩を伸ばしたのである

そして帰国後, 1896年に｢日本アルプス登山と探検｣を

ロンドンで出版した0

1897年から1902年までは,ウィンブルドンで聖職につ

いていだが,再び1902年(明治35年)から1906年(明治

39年)までS･ P･ gの使節として横浜に滞在した0

1906年から1911年まで,一旦故国の人となったが'さ

らに1911年(明治44年)から1915年(大正4年)までは

英国宣教師として横浜に第三回目の日本滞留をしていた

その後1918年に著書｢極東の遊歩場｣ , 1925年に｢見

なれぬ日本を旅して｣さらに1926年には｢日本｣をロン

ドンで次々に出版された｡ウェストンは1916年以後故国

イギリスで鰹康な生活を続け,たえず日本と日本アルプ

スを愛していた｡日本はたしかに氏にとって第二の故国

であり,日本アルプスは永久に忘れることのできない思

い出であった｡

日本山岳会創設の勧説者であり,またその名誉会員で

もあった｡

しかし,晩年はいさゝか鮮麗を害し,スイス等に行き

静馨したこともあった｡そして遂に1940年この世を去う

た｡｣ (原文のまま)

今,多年日本アルプスに貢献された氏の恩かげを偲ん

で,氏の最も好きだった上高地の自然石にレリーフが彫

られており,毎年6月にウェストン氏を偲ぶ祭が開かれ

ている｡

しかし,睨在日本に賎されている氏にゆかりの深い資

料はまことに数少なく,こゝに紹介する肉筆書翰'名刺

は貰重な資料の一つである｡

肉　筆　書　論

この薯鞄は贈和26年6月山県五十雑氏(東京都渋谷区

代々木噌原町896)が信州に山岳博物館ができることを

聞き,展示資料にされるようにと寄贈されたものでおる

山県氏の手に入ったいきさつを手紙(昭和26年6月29日

付)から紹介しようo

｢50余年前,多分私がまだ東京大学に学んでいた頃と

存じましたが友人小島鳥水氏よりウェストン氏が日本ア

ルプス開拓者であることを聞き,当時の地学雑誌に掲載

の日本アルプスについての-論文を英訳して,同氏へ送

りました｡同氏に面会したことはおりませんでしたが･

或は小島氏の依頼に応じて右論文を英訳しこれを送った

のかも知れません｡遠い前のことですからはっきり覚え

ておりません｡実際全く忘れていましたところ十数年前

小島氏に｢文庫｣の誌友懇談会において面会の節･ウェ

ストン氏のことが話題に上り,同氏が私の好悪をお割こ

なり,礼状とともに万年筆を私へ送られたとお話になり

ましたのを憶い出し,探して見ましたところその礼状が

見つかりました｡これがこゝに御寄贈申上げます書輪で

ございます｡横浜山手2 1 2の御宅にて認められ'日付は

3月2旧ですが,威念なことは年が蓄いてありせんo大

意により,英国へal帰り(,=なるi自前に書かれたものと察

せられます｡此鄭ま小島氏の著書のどれかに記述されて

捻るそうです｣と蓄輪について説明し,最後に小島氏や

ウェストン氏の著書,肉筆等を集められ,川南博物館に

展示されるようつけ用えている｡

拝韓,地境学雑誌の記事御翻訳下され,まことにあり

がたく深くお札申上げます｡御書離並びに原稿料拝受･

早速御退塾申上げるべきところ,遅れましてすいません

御書面並びに御原稿は買方への御親切,御努力に対する

思い出とともに,郷里に持ち帰るつもりであります｡な

ぉ将来親しく御面接の機を得たいものと存じますo御礼
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名　　　刺

この名刺は木曽坐物研究所の

桃内斉氏の御好意で,薄のち主

の菓筑蜂郡四賀村刈谷原中沢す

みさんからお借りして博物館で

展示されたものである｡名刺の

大きさは縦4.2cm,横8.2cm,

表には　Rev.W.Weston

裳には｢明治26年8月21印公

神町,笹井源三毒力に於で交換

｣と寒害さしてぬる｡

名刺を交換した当時の様子を
` …　　2　　　　r長氏諦i般-･4-　　ウェストンの著書から調べて見

･-　ぶふ演一成強さ㌘'-6㌢三

一両軍･3㌦お義人駁､　-穀を

缶詰　高　鷲S.

ちかのお役に立てば幸と思います｡

先はお礼まで

敬具

3月21日

横浜市山手212番地

ウォルター･ウェストン

ウェストン氏は故国のアルパインクラブの機関誌や地

理学協会の雑誌に日本アルプスに関する資料を集めてい

たものと思われる｡

ることにしよう｡

1893年(明治26年) 8月には

平場-安房峠-一柳峠一一穂場一一松

本一橋陽一一徳春眠一概前厄一橋

陽一松本-上田へのコースを地

っている｡ ｢穂高iLiの探検に出かける前に私は松本､i′椋

へ行って用言澱瞳』のいつも潮切な若い主人笹井元治の

家へ私mt,こ来ている手紙や食料を,取りに行った｡｣

名刺宴の笹井源三郎氏(弘化元年7月生)は笹井象の

主人で元治氏(元治元年10月坐)は長男であり,岩主人

として信機屋をきりまわししていたのであろう｡

ウェストンの名刺は持ち主である前記すみさんの父,

中沢弥惣右衛門氏が来観歴郡役所の書記をしていた当時

上司の命によってウェストン氏を上高地へ案内した晴に

交換したものである｡

ウェストンが縞で穂龍山への探険の計画を範井ブ高谷氏

に話すとすぐに同行することに決まったそうであるが,

翌朝不幸ができて行けなくなった｡あるいは笹井元治氏

の代りに中沢氏が同行したものか｡著書によると中沢氏

は篠本小屋までは同行しているようであるが,その後の

様子は文葦に仝々登場していない｡そこでウェストン氏

の行種を著書から見ると,相砲口(8月24日)の朝,臥

と私の雇った2人の細油(薪門次とその仲間)は徳本陣

を越え,目指す川の麓に通じている適を辿っていた｡そ

の優は梓川左岸の,すでになじみの,棚1そうな中風へ

泊った｡翌日穂高iLIの頂上を踏み,下川途上のできこと

である｡涼門次が地蜂の巣を踏んでしまったのだ｡賂よ

怒ってぶんぶんとび上った｡蔚門次の諸物はきっちりし

ているので蜂には刺ざれなかったが,ウェストンは半ス

ボンに大きな裂け目がおる士,首や腕が蕗,LJ'-11してい:●この

で2, 3分･の後には-クースも刺された｡

その日徳木の小屋へ細った｡夜,蜂に刺された部TJ･,い

橘み,色ノ々の療法が話題になった｡ ｢この鶴の療法をよ

る
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名　刺　の　表

一　　　　く心得ている

一人のB-本人

が私の一･行の

にいTr中もの

の鞍はレマス

伯父さんの｢

ブレア,ラビ

ット｣のよう

や　　　に,その時:Sr.

÷Jl ,

′､

園　　田

『じっと渡で

いた何も云わ

なかった』 ,

晩になってか

ら私が室の貝

中の火の6順二

立って,二つ

三つぬ持上窟

物を乾してい

ると, ∠河ヽっ

名　刺　の　裏　　　　　だ中沢という

男が,そっと近づいて来て･瞳に刺された跡を見せて

下さいませんか』と云い出し;こo私は傷を見せな力崎,

知らん顔をして相変すぬれた屈物を乾かしていた○終り

にふと私はふり剛､たつすると鮒､たことに彼は私の後

で困こ蹴り傷のとに幾度も圏眼術の故障のような恰好を

したし,指を様々に曲げているの老兄だ｡これがすむと

被は立上り小屋の開いた中二ト＼行って･輝く東洋的な月

光の下に,いま雄大に物凄く･ほの見える穂別｣の崇敬

な:,蟻にlt･19て,衆しく顔を向けた｡そして破はかしわ

千割I･って,手助けに来てトさいとiIゆ霊を呼び出し･

析りの姿勢をして顔を-下げた○祝勝力線ると被は再びか

し?)一手細った○そして私の封っている処へ蹄かに戻っ

て来た｡彼は荘重なこの世ならぬ声を配して『これはマ

シナイいとうものです○軸こなれは資力はすっかりよく

なりますよ』といった｡ ･･･--中

略･････････中沢の言った効果は･な

かったということをつけ肌えるに

詰めておこう(障閃精一訳･ウェ

ストン薯日本ア/レフCス登Illと探検

より)

マシナイをする｢中沢という男

｣が中鵬承惣右御門氏であろう｡

蜂に刺された翌日iJ.I,ちょうど名

刺を交換した日すなわち8月26日

に当る｡名相裏の日付が正しいと

すれば徳本の小屋で交換したこと

になり｢韓井源三郎宅は葺き間違

ぇだろうかo通に交換場所が正しいとすれば後で記すと

きに印寸を閉塞えだものではないかと想像される○

ゥェストンが胡訂､を観察したほんの一端であるが･

著書一･杯,あふれるばかりに･今は滅び去ったと思われ

るような冊寸の蝋営,信仰を,今日まで伝え残しておい

てくれたことは誠に興味深いことである｡

(山前学芸員)

=第6回山の自然科学教室計画書-

毎年都内の中学生を迎えて行なわれる｢山の自然

科学教室｣が今年も1月23日から28日にかけて開催

されることになりました｡計画の概要は下記のとお

りです.

主催長野県大皿盲教育委員会o後援東京都教育委員

会｡実施様関大剛岳博物館･東京教育大学野外研

究同好会｡目的北アルプス白馬連峰八加I ･八万池

及び中細湖･ i,韓里湿原における自然科学的観察な

らびに正しい登山についての指乳募集人員都内中

学生180名(1校5名以上45名以下)期日閉口37年7

月23日-7月28日(5泊6日)日程第一旧(7月23

日)一新棺発-汽車=信耀大町-バス=大田市民会

館(開講式) -徒歩-市内各旅館(泊)第二日(7

月2佃)大冊十一徒渉-動物園･山岳博物館(見学)

=バス=席谷里湿原(観察･屋食) -徒歩-稲尾-

ハス=中細湖=バス-細野(泊)第三日(7月25日

)細野-徒歩(登山･観察) -窯菱ヒエツテ(狛)

第四日(7月26日)黒婁ヒエッチー(登山･観察)

八万回･八方純一黒菱ヒエッチ(泊)第五日(7月

27日)黒婁ヒ-ッテ=ケーブル=細野一往夢-信渡

四ッ谷二枚行列車=｡第六日(7月28日)朝,新宿

盾｡鯛散｡指導東京教育大学教授郎東玄甫先生･信

州大学助教授田中邦雄先生,山岳博物館学芸員･調

査員12名,東京教育大学自然科学専攻学生30名余｡

その他医師,看護婦各1名が付添う｡
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動物園白話
ク　　　マ　　　　ー

動物園の前で一番見物人の多いところはクマとサ　連-

ルの前である｡

｢グロ,タロ｣と呼ぶと30員の巨体でノソノソと

｢何/-.の用事か知らん｣と云ったようずの頬骨で覗

きこんで来る｡ ｢ポイ　ピーナツ｣と投げ入れる仕

草をする1,早速前足を鑑の鉄櫛,こかけてアーンと

穴Flをr)げて待っている｡

このノ,コ公が動物園に越して来たの,rtH純白25年穂

市町有明のある農家で飼育していたのをゆすっても

らった訳で,その当時は家族と一緒に遊んだり,食べた

め,こちらから引き取りに行った,奥原-登氏等が農家

に到着するや,戸口からヒヨコヒヨコと現われ,自転車

の士にチョコンと乗っかったほどのチヤメ公で,まだ可

愛い仕ノマであった｡

ノ　　ジ　　コ

長　沢　修　介

5月2日,航,桜花爛漫も過ぎ花びらが-ひら

-ひろ酎このって散って行き山々も次第に黄緑の

色を増して行く｡

田圃仕塾の合間にふらりと田の畔を碁いてみる

さかんに上下するヒバリはもう営巣を始めたよ

うだ｡巣には抱卵のメスがいるのか,それともか

えったはかりのヒナだろうか?田圃の中はまだレ

ンゲの化がぽつぽつ咲き始めた所だ｡そんなレン

ゲのrJ､ときわ慾った中から1羽のノジコが飛び出

｢このクマ冬眠しないね｣と良く云われるが動物園き

っての朝捕まうである｡

飼料はリンゴ600g, =i-カラ500g,コヌカ300g,サ

ツマイモ400g,煮干,コロイカル,嫁,若干を1日

2回与えている｡　　　　　　　(千葉彬司)

し畔の桑の木に｣上って小さな声で噛り始める｡雑木椋の

中で聞くあの大声な美声とは違って何と可愛らしい歌だ

ろう｡ここは自分の接むテリトリーではないので少々遠

慮しているのかな｡でも節廻しだけは間違いなくチョチ

ョ　ヒピ　ッツリーリリ･･･-と鳴いているが何か違う烏

の様な惑じた｡漂鳥のこの烏は暖地から蕃純理への雑木

林へ行く途中よくこんな姿が見られる｡他の烏のように
一日でそれとわかる熊に渡って歩かず,いつもひっそり

とやっこ来る｡当地万の雑木柘などにはこく普通に見ら

れその表音ま銘を振るようで森林の歌手の一人でもある

このノジコも槌と少ししたら山休の中に自分のテリトリ

ーを守って今習っている歌をもっと陶を張って大声で歌

うようになるだろう｡その頃には木々もすっかり緑にな

って新緑の香りで一つはいになり彼女等の棲家の因りも

他の馬連の歌声で周日にぎわうだろう｡

資　　料　　寄　　贈

オシドリe l体大町面白塩町金原通　信践日報

(新聞明治29年発行) 6割大田市神栄町森拷治

糸車1台大田市八日町保科岩雄リス(幼体) 3

体北安八坂村藤尾宮田芳肪　オシドリ6 1体大町

市営継満水菅沢茶人　かぎつけ1個大田市八日町

保科岩雄　荷車1台大町市大黒田高橋長治　ノウ

サギ1体大田市相生町榔崎丑重　ダインヤクシギ

1体北安白馬村神城佐野長沢勲　北安白馬村北城

宰出太輯徳明　ノウサギ1体宮田嘉男(敬称略)
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博　物　館　だ　よ　リ

春の特別写真展は4月28日-5月6日の9日間i細枠さ

れ好評裏に措をとじた｡

ゴミ箱をすえつけ　博物館延を清潔に保って下さいと

大町第二中, i剛寸隆,山本孝夫,六八本康久,長沢康の

4君が4佃のゴミ箱を博物館に寄贈

海ノ口子供会の小鳥の巣箱かけが5月15日行なわれ,

公民館その他2カ所に小鳥の巣箱20数個かとりつけられ

た｡

大町営林署主催の植樹祭が5月8日隣島地区で行なわ

礼, il幅博物館も参加して盛大に行なわれた｡

3　7年炭山博協議会委員

(植木動　敬称略)

大　倉　一　雄　　常盤小学校長　　大町五日町

平　林　良　夫　第二中学校真　北安松川村

-JtIat～III.IIttJ.).I.).(.LI.).I.(.CIt..cI

田

橋　軽

休　操るゑ

lLI　雅　弘

中　條　平

尾　弥太郎

原　利　美

都　田　与

原　寸　明

山　慎　三

lL1本　携　挙

田　中　　　操

伝　刀　威　茂

曽根原　義　郎

平　祐　宗兵衛

広　瀬　英　雷

大間山の会

大町ll面会

市連合鯛入会

市連合肯軍団

山階友の会

大町営林署長

大町保鰻所長

国鉄大町釈

艦砲大町工場

観光協会理事

大町スキーク

市公民館長

市会議員
〟

//

ノケ

成　沢　茂三郎　　　〃

奥　原　一　叢　　･ク

大町北原町

大町仁科町

大町仁神町

常盤　r:ti.'i

大町俵旧

大町大黒町

大町仁神町

大前中原肘

大町第一社宅

大町仁科閏I

ラブ大町八日肘

大町相生田

平区　源汲

大町大黒町

大町北風町

大町五日町

中区　中細

大町神京町

冊皐と聞けば何か貧乏世帯を思い浮べる様な錯覚をおぼえる｡これは私が商人だという離任性からでかく･

おそらく研究員になっている他の人達も又開陳ある同園のノブ々も大なり小なり感ずる事だと患う｡今迄にも色

々ととりさたされたこの皿導,換言すれば幾多の波潤の勘こあって今日やっと生きのひているという感じの申

悼,いったいこれで良いのだろうか｡私も面接許融勺な研究に藻タッチしなかっだが色々とお世話になったり

又お担話をしたりして今日に至っている｡その今日迄の間にいつも思うことはもう少しここに金があったらな

ァーと思う事でありあらゆる行事や催物のつと思い浮はせられるのもこの事である｡山階にいるあの数人の蝦

員達のスーパー的な働ざぶりを見,浸食忘れた研究ぶりを見るにつけ一層の思いにふけるのである｡金の勘＼

のを彼等が良くカバーして色々と工夫し考えて離Bの装飾等も立派に自らの手で作り上げている･しかし~FL

眼を陳列物からはずし角質を変えれば必ずしも行きとどいた館内とはいえないし･かっての校舎をペンキで包

んで見た力沃井といい株といいお粗末な次第である○手を加えれば良いのだろうがここまで来るとやはり又先

立つものは金であろう｡先に日本でもめずらしいといわれ又賞重な蕾烏研究もこの金不足の為に大切な越冬場

面のキャッチが出来ずに終ったと闘いだが全く以って噛ぐきのかゆい心持だった,それというのもこの刑部こ

集う発揮や学生,研究員の人達が労力を奉仕しての熱烈なる慧欲にもかかわらず･わずかながらの金が鮒＼為

に報われすに葬られてしまう数多くの場面を見るからである○これ以上の畿用はかけなくても現任立派に成長

し発願していると放言する様なやから力滞るとすれば私は猛えでその人を郷土の文化と発展を妨げる感人定と

ののしりたい,それは今日大田市がアルプスという穴資源を開発し観舶勺な発展を蒐るあかつきにおいても如

硝ご用噂がこれら事業の土台でもあるべき多くの資料を提示し又アドバイスするべき幾多の重大なポイントを

にきっているかである｡私は先に黒四ルートの手入初めの頃山博が当期や,雨轟のデータ一巻まとめてい:この

を見た｡他日には気のつかない地味な仕勘これが彼等の仕事で治り内容でもおるがその中に削こ鋭い裾=''o)

メスが卜されている｡これ等の事がひいては人命をも守る尊いものになるのだと稲感した･ある時は副署の中

を身体にむちうって足で資料を集め樹る破筈を見る晴又さびれ捕れ果た籠獣舎の中でキュー'/ yをしのん~こい

識憶怒
る動物たちを見る時,一日も早く山階が金という厄介から離放され目出=

活動出来得る様念じてやまない｡　　　　(山　本　携　拳)

お願い　本紙の購読こ希望の力は1カ年購読料30

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便為替'

郵便切手で長野県大町市,大町山岳博物館あてど

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館
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